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～すべては子どもたちのために～
　公益財団法人日本教育公務員弘済会（略称 日教弘）の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成
事業，教育文化事業）は“最終受益者は子どもたちであること”を前提として実施してい
ます。
　これからも，未来を担う子どもたちの健やかな成長を願い，事業運営に取り組んでまいります
ので，皆さまの一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　日教弘の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成事業，教育文化事業）および福祉事業は，教
弘保険の契約者配当金等により運営されており，日本の教育界に貢献しています。

日教弘の各事業は，教弘保険の契約者配当金等を財源にしています。

ジブラルタ生命日本教育公務員弘済会
お申込やお支払の手続きは，提携保険会社
ジブラルタ生命のライフプラン・コンサル
タントが行いますので，加入後も安心です。

教弘保険加入と
保険金の支払い

70年以上に
わたる提携関係

各種の
公益事業・福祉事業

日教弘では，70年以上にわたって日教弘では，70年以上にわたって
ジブラルタ生命と提携してジブラルタ生命と提携して

共済事業（提携保険事業）を共済事業（提携保険事業）を
実施しています。実施しています。

教弘保険は教弘保険は
安心のかたち安心のかたち 安心支える

たすけあいの輪

教職員の皆さま
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新年のごあいさつ

　新年，明けましておめでとうございます。
　今年こそは明るく穏やかな一年になってもらいた
いと願っていますが，世界各地では紛争が相次ぎ，国
内でも児童虐待や貧困，ヤングケアラーの問題など，
子どもを取り巻く環境は厳しさを増しています。ま
た，先生方にとりましても，今年度から定年年齢が延
長されることになり，不安と期待が錯綜しているので
はないかと拝察いたします。
　こうした中，子どもたちの教育に情熱を傾け，日々
熱心に活動しておられる先生方に，敬意を表しますと
ともに感謝を申し上げ，さらに，弘済会の各種事業の
推進にご理解・ご支援を賜っておりますことに，厚く
お礼を申し上げます。
　さて，弘済会では，各種の教育振興事業を行ってい
ますが，今年度は新たに学校図書贈呈事業を始め，ま

ずは津山教育事務所管内の小学校に対し，１校に５万
円以内の図書を贈呈しました。次年度以降も対象地域
を変えながら継続する予定ですので，子どもたちの読
書活動の一助にしていただければ幸いです。
　また，学校園の管理職の先生方を対象に，初めて学
校応援キャンペーンを７月から８月末まで実施しま
した。約半数の学校園からアンケートのご回答を頂き
ました。ご協力ありがとうございました。こうしたキ
ャンペーンを通して，管理職の先生をはじめ教職員の
皆様に，弘済会の趣旨や活動へのご理解を賜り，一人
でも多くの方に弘済会に入会していただけますこと
を願っています。
　結びに，今後も「最終受益者は子どもたち」の理念の
下，各種事業の充実に努めますとともに，皆様方のご健勝・
ご多幸・ご活躍をお祈りし，新年のご挨拶といたします。

公益財団法人
日本教育公務員弘済会岡山支部
　　　支部長 　竹井��千庫

あけましておめでとうございます
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第１問　 日教弘岡山支部で，令和５年度から新たに募集が始まった教育振興事業は次のうちど
れ？

　　　　　　🅰 へき地学校教育支援事業  🅱 学校図書贈呈事業
　　　　　　🅲 特別支援学校教育支援事業
第２問　 日教弘岡山支部は，令和５年度に創立○周年を迎えました。○に入る数字は次のうち

どれ？
　　　　　　🅰 50  🅱 60  🅲 70
第３問　 日教弘岡山支部で実施している教育研究論文・著書事業は「学校の実態を踏まえて○

○の教育を考える」という立場から論文を募集しています。○○に入る言葉は次のう
ちどれ？

　　　　　　🅰 今日  🅱 明日  🅲 未来

三択問題の答えをハガキまたはメールでお送りください。全問正解者の
中から抽選で10名様にお年玉（図書カード3,000円分）をプレゼント！！

きょうこうきょうこう
お年玉クイズお年玉クイズ
問　題

　答え，所属（校園名），氏名，電話番号を記載し，ハ
ガキまたはメールでご応募ください。締切は1月25日
㈭必着。当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせ
ていただきます。

応募方法
〒703-8258岡山市中区西川原255
公益財団法人日本教育公務員弘済会

岡山支部「弘済会報」係
E-mail：okayama@okakyoko.or.jp

応 募 先

令和6年度　貸与奨学生募集開始のお知らせ

　日教弘岡山支部では，令和６年度分の無利息型貸与奨学金の受付を
２月から開始します。
　申請を予定されている方は，お早目にお申し込みください。

※応募締切日が土日祝日にあたる場合は，その直前の平日を締切日（必着）とします。

第一期   募集期間：令和6年２月１日～３月31日／送金予定時期：  ５月中旬
第二期   募集期間：令和6年４月１日～７月31日／送金予定時期：10月下旬

応募資格 大学院，大学，短期大学，高等専門学校4年以上，専修学校専門課程等に在学または入学予定の学生

貸 与 額 修学期間1年につき25万円，最高100万円まで一括貸与

申込方法 「奨学生申請書等申込書」を日教弘岡山支部事務局までお送りください。折り返し日教弘本部規定の
申請書類をお届けいたします。なお，他の奨学金との併願は不問です。

添付書類 令和5年分給与所得の源泉徴収票，大学等の在学証明書・入学予定の場合は合格証明書（コピー）
（折り返しお送りする申請書類の中でご案内します。）

そ の 他 「奨学生申請書等申込書」および募集要項は，「弘済会報 新春号」と一緒に各学校園にお届けしてい
るほか，ホームページ（http://www.okakyoko.or.jp）からもダウンロードできます。
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　教育研究論文・著書助成事業は，日々行われている実践的な教
育研究についての論文・著書を募集し，優秀な研究を表彰すると
ともに，その研究内容を広く共有することを目的としています。
　今年度は学校部門８編，個人部門 22 編，著書部門３編の計 33
編のご応募をいただきました。ご多忙な中，創造的に教育実践に
取り組まれ，ご応募いただいた先生方のご努力に敬意を表します。
　去る10月12日，おかやま西川原プラザにて令和５年度教育研
究論文・著書審査会が行われ，最優秀賞をはじめとする各賞の
受賞者が決定されました。

● 学 校 部 門
賞 論文題目 所属名 代表者名

最優秀 「社会に開かれた教育課程」の実現
―地域との連携・協働による教育活動の充実―

高梁市立
高梁中学校

校長
小野　雅子

優秀 課題解決を見通した社会科教育の改善による「自らの考えをつくり，協働しながら活動し，社会
に貢献できる児童の育成」　―地域と協働し，社会につながる「大原型PBL」（試案）の推進―

美作市立
大原小学校

校長
金島久美子

優秀 様々な教育活動の中で，児童の非認知能力の育成を図る
―非認知能力ルーブリックの開発を通して―

高梁市立
福地小学校

校長
片岡　一公

優秀 学校運営協議会と共に考えた「魅力ある学校づくり」に関する研究
―早期離職を防ぐための3・4修制を巡る「熟議」を通して―

玉野市立
玉野備南高等学校

校長
白髭　克浩

優良 認め合い活動が育む非認知能力（他者と繋がる力）
―非認知能力が育つ中で生まれた児童の主体性―

総社市立
総社小学校

校長
髙杉　整二

優良 「自律した学習者」の育成へ向けた挑戦
―チームで進めるカリキュラム・マネジメント―

矢掛町立
矢掛中学校

校長
小野　秀明

● 個 人 部 門
賞 論文題目 所属名 氏名

最優秀 高等学校の英語ライティング指導における教育DX推進に向けて
―自動英文校閲システム活用の展望と課題―

岡山県立
倉敷中央高等学校

教諭
堀家　利沙

優秀 指導教諭による同僚性向上研修のマネジメント
―同僚との“かかわり”を基盤とした研修プログラムの開発―

岡山県立
瀬戸南高等学校

指導教諭
佐々木正剛

優秀 ICTの善き使い手を目指す学びにつながるデジタル・シティズンシップ教育の研究
―生徒主体組織「タブレット委員会」によるルール作成を通して―

早島町立
早島中学校

教諭
長嶺　翔太

優秀 玉野備南高等学校における特別支援教育に関する研究
―通級指導を中心に―

玉野市立
玉野備南高等学校

教諭
川鍋　洋丈

優良 生徒指導に課題を抱える中学校での英語授業の工夫
―主体性や動機づけの育成を目指して―

岡山市立
福浜中学校

教諭
新谷　彰男

優良 無接点充電器を軸とした電流と磁界の単元構成
―電流が発生するしくみを説明しよう―

岡山大学教育学部
附属中学校

教諭
山本　芳幸

優良 英語の授業における統合的な言語活動を通した「気づき」を促す一考察
―英語教育と学校教育のつながりを意識して―

倉敷市立
倉敷翔南高等学校

教諭
吉住　晃

優良 生徒指導における「指導プログラム」の有効性に関する研究
―見通しを持たせた指導，SCの参加，ICTを用いた「チームとしての学校」の指導―

玉野市立
玉野備南高等学校

教諭
松岡　雄介

優良 若手教員とベテラン教員による授業研究会をとおした専門性向上の取組
―聴覚障害教育の専門性の継承と発展に向けて―

岡山県立
岡山聾学校

教諭
谷口　智一

ホームページ（http://www.okakyoko.or.jp）に，全ての受賞者および研究テーマを掲載しています。4月には優良以上の受賞論文を掲載します。

4月には優良以上の受賞論文を掲載した「教
育研究集録」を各学校園にお届けします。
受賞者の方々のすばらしい取り組みをご一読
いただき，皆様の日頃の教育活動の中で参考
にしていただければ幸いです。

● 著 書 部 門
賞 著　書　名 所属名 氏名

優秀 よさを認める学校づくり 退職者 松本　一郎
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特選・入選作品展示会開催特選・入選作品展示会開催

　去る12月６日，おかやま西川原プラザにて令和５年
度岡山県教育カレンダー絵画コンクール審査会が開催
され，応募総数1,981点の作品の中から特選12点と入
選24点が選考されました。特選・入選作品が掲載され
た令和６年度用カレンダーは,３月上旬に各学校園へ
お届けいたします。

● 展示期間：令和6年3月15日㈮～3月22日㈮
● 展示時間：9：00～17：00
● 展示場所：おかやま西川原プラザ２階ギャラリー
　　　　 　　（岡山市中区西川原255）

令和6年度用「岡山県教育カレンダー」掲載絵画決定！

令和5年度　審査会

令和4年度　展示会

 入選受賞者
校　　名 学年 氏　　名 校　　名 学年 氏　　名

ノートルダム清心女子大学附属小学校 2 川田　華子 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 2 林　　　遼
岡山大学教育学部附属小学校 3 相澤　綾希 玉野市立宇野中学校 2 森　　　葵
岡山市立御野小学校 3 山下茉里子 岡山市立石井中学校 2 将積　里菜
就実小学校 4 鈴木　心結 岡山市立福南中学校 3 中力　愛実
倉敷市立長尾小学校 5 稲葉　遥斗 玉野市立宇野中学校 3 十河　弘奈
倉敷市立茶屋町小学校 5 橋本　　笑 玉野市立宇野中学校 3 矢野　心愛
就実小学校 5 小出　　桜 岡山市立桑田中学校 3 楠本　　悠
岡山市立高島小学校 6 佐々木奈々 岡山市立灘崎中学校 3 貞丸　　楓
岡山市立御野小学校 6 山下日菜子 笠岡市立大島中学校 3 朝原　世吏
金光学園中学校 1 高見　侑佳 岡山県立総社南高等学校 1 磯島　夏美
岡山県立岡山大安寺中等教育学校 1 谷岡　　昴 岡山県立総社南高等学校 1 長森　可恋
岡山大学教育学部附属中学校 1 橋本　典果 岡山県立総社高等学校 2 山田　茉央

 特選受賞者
月 校     名 学年 氏   名 賞
4 倉敷市立富田小学校 4 渡邊　美玖 OHK岡山放送社長賞
5 矢掛町立山田小学校 6 和田　光生 山陽新聞社長賞
6 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 2 青山　颯汰 岡山県中学校長会長賞
7 岡山市立高島小学校 2 田渕　絢人 岡山県知事賞
8 倉敷市立乙島小学校 5 田中　絵茉 岡山県小学校長会長賞
9 倉敷市立中島小学校 1 中本　百香 RSK山陽放送社長賞
10 倉敷市立長尾小学校 4 西垣さや乃 岡山県教育委員会教育長賞
11 倉敷市立乙島小学校 3 西村　美空 一般財団法人岡山県教育会理事長賞
12 岡山大学教育学部附属小学校 6 有海　奈桜 公益財団法人日本教育公務員弘済会岡山支部長賞
1 玉野市立玉中学校 3 長船　依純 NHK岡山放送局長賞
2 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 1 谷井　心咲 公益財団法人日本教育公務員弘済会岡山支部長賞
3 岡山県立総社高等学校 2 貝阿彌結名 岡山県高等学校長協会長賞

ぜひお越しください♪

ホームページ(http://www.okakyoko.
or.jp)に，特選・入選作品を掲載してい
ます。ぜひご覧ください！



「退職準備セミナー」開催のご案内
岡山会場（定員75名）

おかやま西川原プラザ
岡山市中区西川原255
☎（086）272-1923

受付開始　13：00～
開催時間　13：30～16：00

※ カーナビご使用の際は，
所在地での検索をお願い
します。

1月20日（土）

主な内容 ⃝教弘保険等，ご退職に伴う保険料払込方法変更手続きの概要
⃝「岡山教弘友の会（退職会員の会）」の活動内容のご紹介
⃝専門講師による豊かなセカンドライフのためのセミナー

申込方法 【本年度末にご退職予定の方】
日教弘岡山支部事務局（☎086-272-1909）あてご連絡い
ただくか，ジブラルタ生命のLC（学校園担当営業社員）へ
お声掛けください。

参加費
無料

※対象者は，
本年度末にご退職予定の方
です。
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⃝ジブラルタ生命コールセンター（教職員専用・通話料無料）　☎0120-37-9419
⃝岡山第一・第四・第六　☎086-271-2010　⃝岡山第二・第三・第五・第七　☎086-234-7501
⃝津山　　　　　　　　　☎0868-22-4053　⃝倉敷　　　　　　　　　　　　☎086-422-1769
⃝笠岡　　　　　　　　　☎0865-62-4455　⃝総社　　　　　　　　　　　　☎0866-92-6550

教弘保険についてのお問い合わせは，ジブラルタ生命保険㈱岡山支社各営業所まで

※この内容は，令和5年12月1日現在のものです。ご契約にあたっては必ず共済事業（提携保険事業）提携保険会社ジブラルタ生命の「契約概要」「注意喚起情報」「ご契約のしおり・約款」をご覧ください。

教弘保険のご案内　　令和6年3月末ご退職予定の皆様へ

教弘保険未加入の方は，
現職中にぜひご加入を

ご退職後も65歳まで，現職中と同じ保険料で同様の保障
教弘保険は，教職員相互扶助の精神に基づいてつくられた共済制度（提携保険事業）で，
特に60歳から65歳の間も現職時と同じ保険料で同様の保障を受けられます。

１
おすすめ

65歳以降も80歳まで継続が可能
教弘保険を65歳まで継続すると，健康状態の如何にかかわらず，80歳まで既加入の保険金
の範囲内で継続が可能です。（新教弘保険K型「5年更新」へ加入による）
※保険料は年齢・性別により異なります。

2
おすすめ

教弘保険加入者としての特典
ご退職後も教弘保険を継続されると，日教弘岡山支部の実施する福祉事業（一日人間ドック受診補助，
大腸がん検診補助，宿泊補助，会食補助等）をご利用いただけます。
また，ご退職された教弘保険加入者で構成する「岡山教弘友の会」の会員資格（会費無料）が得られ，
総会，交流会，旅行等の行事にご参加いただけます。

3
おすすめ

現職で保険年齢60歳までが，
教弘保険に加入できるラストチャンスです。
その後は，新たに教弘保険に加入することはできません。

ぜひご継続を ご退職後も豊かで安定した生活を送るためには，万一に備えての保険は必要と考えます。
ご退職後は教弘保険への新たな加入はできませんので，ご継続されますことをおすすめします。

詳しくは右ページをご参照ください。
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岡 山 教 弘 友 の 会 の ご 案 内
「岡山教弘友の会」は，ご退職後も「教弘保険」をご継続いただいている方を会員とし，各種福祉事業を実施し
ています。ぜひご退職後も「教弘保険」をご継続いただき，弘済会事業をご活用ください！

　主な行事・各種福祉事業
■友の会総会（隔年開催）
2年に1度開催する総会では，記念講演や懇親会を企画・実施しています。
総会のご案内は開催年の9月頃に送付します。

令和5年度�総会 記念講演 懇親会

楽しい企画が盛りだくさん！
退職後の交流の場としてご活用
いただいています♪

ご退職予定の
会員の皆様へ

■友の会入会記念品　　　■宿泊補助　　　■会食補助
■一日人間ドック受診補助　　　　■大腸がん検診補助各種福祉事業

■友の会国内旅行（毎年企画）・海外旅行（隔年企画）
友の会では，国内旅行を毎年，海外研修旅行を隔年で企画しています。世界遺産や，NHK大河ドラマの舞台などを
巡り，ゆとりある旅程でゆっくりと疲れを癒していただきます。
会員の方には，旅行代金の補助もあります。

●国内旅行補助額／10,000円　●海外研修旅行補助額／20,000円
ご夫婦やご友人グループで
ぜひご参加ください♪

水前寺公園にて熊本城にて桜島にて

■友の会交流会・一日研修旅行（隔年開催）
総会を開催しない年度に，岡山市内以外で，交流会と一日研修
旅行を企画・実施しています。

令和4年度�交流会 交流会（演奏会） 令和5年度�一日研修旅行（出雲大社）

交流会では，総会同様，記念講演や懇親
会を企画・実施しています♪
一日研修旅行は，「宿泊を伴う旅行が難し
い」というお声から企画した日帰りバス
旅行です♪
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教弘保険ご加入の皆さまへ　福祉事業のご案内

【お願い】会食補助券のご利用方法について
福祉対象AおよびBの方にお送りしている「会食補助券」について，いつもご利用いただきありがとうございま
す。今後ご利用される皆さまにお願いがございます。

★「会食補助券」は，お食事をされた当日に
3 3 3

施設へご提出ください★
懇親会などのご利用で，お支払が後日精算の場合でも，必ず当日中にご提出ください。
後日精算時にご提出された場合は，施設によっては補助を受けられないことがありますので，ご留意ください。

大腸がん検診のご案内大腸がん検診のご案内検査料
無料

令和５年度�大腸がん検診申込書
①氏
ふりがな
名：　　　　　　　　　　

　会員番号（10桁）：　　　　　　　　　　
　※ご不明な場合は空欄でも可
②生年月日・年齢・性別
　　西暦　　　　年　　月　　日（　　歳）
　　性別　　　　男・女
③ご住所
　郵便番号：　　　　　　　
　ご住所　：　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　電話番号：　　　　　　　　　　

以下，配偶者の受検を希望される方のみ

④配
ふ り が な
偶者氏名：　　　　　　　　　　

　受検区分　：A・B
　生年月日・年齢・性別
　　西暦　　　　年　　月　　日（　　歳）
　　性別　　　　男・女

申込期日：令和6年１月26日㈮ 必着

定期的な検診で
健康状態を

チェックしましょう！

●対象者
　 年齢基準日において40歳以上で，次のいずれ

かに該当する方
　⃝福祉対象Aの方およびその配偶者
　⃝福祉対象Bの方
　   （※年齢基準日：令和6年3月31日）

●募集定員
　500名（退職会員含む。先着順）

●検査料
　無料
　ただし，検体の郵送料のみご負担ください。

●検査方式
　自己採便方式

●委託医療機関
　公益財団法人岡山県健康づくり財団

●申込方法
　 右の「申込書」に必要事項をご記入の上，切

り取り後，ハガキに貼付，もしくは封筒に入
れてお申込ください。

●あて先
　〒703-8258
　岡山市中区西川原255　おかやま西川原プラザ内
　日教弘岡山支部「検診」係

●配偶者の受検申込をされる方へお願い
　⃝ 申込書に，配偶者の氏名（ふりがな必須）・

生年月日・年齢・性別を必ずご記入くだ
さい。

　⃝ 申込書内④の配偶者の受検区分は，「A夫
婦ともに受検」「B配偶者のみ受検」のい
ずれかに〇をしてください。

　　 A・Bどちらの場合も，①～④の項目を全
てご記入の上，一枚の申込書でお申込くだ
さい。

●実施日程
　⃝�申込期日…令和6年1月26日㈮必着
　⃝�検査キット送付…令和6年2月19日頃。同封の説明書により検

体を採取し，期日厳守で医療機関あてに送付してください。
　⃝�結果通知送付…3月中旬。
　※ 検査キットおよび結果通知は，医療機関よりご自宅あてに

送付されます。

キ
リ
ト
リ
線

キ
リ
ト
リ
線
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あしあと～学校訪問をさせていただいている弘済会参事よりメッセージ～

　岡山市の学校園を担当しています横山です。
　弘済会は70年前に教職員専用の生命保険（教弘保険）
をつくり，先生方の生活を守る目的で我々の先輩が立ち
上がってつくった組織です。またこの保険は，手厚い保
障や福祉に加え，加入者の配当金を原資として，先生方
が勤務されている学校園に対して，数多くの教育振興事
業を展開しています。現在は，弘済会と提携しているジ
ブラルタ生命の学校担当が学校園にお邪魔して，この保
険の案内をさせてもらっています。
　まだ未加入の先生方におかれましては，この素晴らし
い理念のもとに開発された教弘保険につきまして，是非
一度話を聞いて頂きたいと切に希望しております。

弘済会とジブラルタは
先生方を支えています

� 参事　横山　福水

　弘済会の行う教育振興事業，教育文化事業の多くの申
請は，毎年５月31日までとなっています。
　新年度の慌ただしい中，この日を迎えるのが思いの外
はやく感じられるのではないかと思いますが，多くの学校
園で活用していただいている学校研究助成事業や球根贈
呈事業もこの中に含まれています。是非この日を気に留
めていいただき，申請をお願いします。
　この二つの事業のほかにも，学校園にお届けしている

「弘済会事業のご案内」「弘済会事業案内」等のパンフレ
ットや冊子に様々な事業が掲載されていますので，一層
の活用をお願いします。

一層の事業活用を
� 参事　山岡　哲史

　コロナ禍のさ中で始まった私の参事としての活動も４年にな
りました。この間，学校園ではコロナ禍への対応はもちろんの
こと，幼児・児童・生徒の学習活動の充実に尽力されてい
るお姿を目の当たりにしてきました。ただただ教職員の皆様方
の日々 のご尽力に頭の下がる思いでいっぱいです。
　そうした中，我々の弘済会は「教育の振興と教職員の福
祉を担う」との理念のもと，学校園，そして教職員の皆様方
にとって役立つ情報提供を，との思いで訪問させていただき
ました。
　平素の訪問に際し快く対応してくださり心から感謝を申し上
げますとともに，弘済会事業への一層のご理解とご協力をい
ただければ幸いです。

弘済会の理念を胸に
� 参事　東　史高

　参事として，担当の公私立高校及び総社地区の学校園
を訪問して５年が過ぎようとしています。
　訪問はアポなしで伺うことが多いのですが，管理職の
先生方には，貴重な時間を割いて快く対応してくださり
感謝しています。限られた時間ではありますが，教育現
場の様子なども伺う事ができ，訪問することの意義を実
感しています。
　弘済会は，教職員の生活の安定と教育の振興を目的に
設立されています。気軽に声を掛けていただき，多くの
先生方に弘済会の取組が浸透し活用が進むことを願って
います。

弘済会事業の活用を
� 参事　中山　弘輝

　東備地域と玉野市を担当して５年になります。その間，教
え子に弘済会から昇任の祝品や新採用の記念品を贈呈す
ることができました。
　先日昼休みの小学校を訪問すると，低学年の児童が数人
やって来て，私の名札を見るや「誰？田は読めるけど，最初
の字が分からんから教えて‼」探求心旺盛な子どもたちに
囲まれてしまいました。
　戦後まもない頃の教職員の貧困や教育の荒廃を憂えた先
人たちが，日本を教育で復興しようとした熱い思いが弘済会
の発祥です。１人でも多くの教職員の皆さんに教弘保険を知
ってもらい，奨学事業，教育研究助成事業，教育文化事業
を子どもたちのために活用していただきたいと思います。

学校園♡弘済会♡教職員
� 参事　坂田　智明

　新任参事として，倉敷・浅口・笠岡の小中学校園を訪
問させていただいています。訪問に際し，先生方にはい
つも温かく対応していただきまして，本当にありがとうご
ざいます。
　この職に就いてから，弘済会事業の理解が広がること，
事業を利用してもらえるように有益な情報を提供するこ
とを心掛けて活動してきました。今年度，担当地区内の
17校園に学校研究助成金を，42校園に球根を贈呈させて
いただきました。
　これからも，先生方や子どもたちとの出会いを楽しみ
ながら，少しでもお役に立てるよう励みたいと思っていま
す。よろしくお願いいたします。

新任参事として
� 参事　岡　健作
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倉
敷
市
立

　
老
松
小
学
校

グローバルな「お・も・て・な・し！」

　令和５年４月21日㈮，労働大臣を始めとして各国の大使館の方々や関係者の方々など，多くの
お客様が来校されました。今回の訪問は，平成28年５月の訪問に続いて２回目でした。

　外国の方と触れ合ったこの貴重な体験は，子どもたちにとって，大きな財産となることでしょ
う。グローバルな視点をもち，自分の夢に向かって世界へとはばたく子どもが育ってほしいと
願っています。

● 児童の感想より
・ おきゃくさまにみえるように，いっぱいはたをふったよ。（１年生）
・ お見送りの時に外国の人とあいさつができて嬉しかったです。これからもっと外国のことを調

べていきたいです。（４年生）
・ みんなで心を一つにしておもてなしできました。Ｇ７をふまえて，改めて最高学年としての自

覚がもてたので，下級生の手本となれるようにがんばります。（６年生）

■ 倉敷へようこそ！Ｇ７倉敷労働雇用大臣会合学校訪問   

● 歓迎セレモニー
　６年生の「ドラゴンクエスト」の合奏が鳴り響く中，バスは到着し
ました。倉敷市の小学生が折った鶴で作った首飾りを大使館の方々に
渡した後，４年生が作った花道を通って校舎内へ。訪問された方々の
心に届くように，「ＣＯＳＭＯＳ」を６年生全員で合唱しました。

● 全校児童でお見送り
　６年生の合奏「ドラゴンクエスト」に合わせて，全校児童一人一人
が手作りした国旗を振りながら，お見送りをする姿は圧巻でした。全
校の心が一つになり，大臣の方々を心から「お・も・て・な・し」し
たこの瞬間は忘れられない思い出となりました。

● 授業公開
○４年生　社会科
「倉敷の発展につくした大原孫三郎」
　大原孫三郎が倉敷に残した偉大なる功績に
ついて，クイズな
どを盛り込みなが
ら楽しく学 習して
いる様子を参観し
ていただきました。

〇５年生　社会科
「自動車工場のひみつ」
　三菱自動車で働く方々を招き，自動車作り
の苦労や喜びなど
実際の経験を教え
ていただいている
様子を参観してい
ただきました。

　900名近い児童数の大規模校である本校は，倉敷駅の南西，倉敷市街地
の中心部近くに位置し，付近に諸学校や文化施設，病院等が多く隣接して

います。
　平成26年に改築された新校舎は，授業
形態の多様化に対応できる構造やス
ペースが採用されているだけではなく，
太陽光パネル等環境面にも配慮された
構造で，恵まれた教育環境の中で，児童
は落ち着いて学校生活を送っています。校舎外観

横溝 敬司 校長
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弾
む
子
ら

和
気
閑
谷
高　

北
川
久
美
子

ひ
ょ
う
ろ
り
と
傾
ぐ
野
放
図
コ
ス
モ

ス
が
吾
の
肩
た
た
く
良
き
友
の
ご
と

退
職
会
員　

渡
辺　

智
子

繁
華
街
に
虎
フ
ァ
ン
集
ひ
万
歳
の
大

波
笑
顔
ハ
グ
す
る
平
和

退
職
会
員　

松
元　

慶
子

わ
が
暮
ら
し
に
季
節
を
告
げ
て
咲
き

く
る
る
秋
桜
軽
や
か
に
華
や
か
に

退
職
会
員　

茅
野　

和
子

鴬
の
ぐ
ぜ
り
鳴
き
聞
き
く
つ
く
つ
と

今
年
も
ひ
と
つ
年
を
と
っ
た
か

倉
敷
南
高　

中
田
理
恵
子

日
焼
け
し
た
顔
が
の
ぞ
き
し
ヘ
ル
メ

ッ
ト
赤
カ
ブ
駆
っ
て
疾
走
る
教
え
子

岡
山
学
芸
館
高　

三
宅　

洋
広

と
り
ど
り
の
衣
装
凝
ら
し
て
体
育
祭

こ
の
日
の
た
め
の
笑
顔
と
び
き
り

倉
敷
高　

土
師　

康
生

ま
た
し
て
も
昨
日
の
失
言
思
ひ
つ
つ

黒
き
日
傘
を
傾
け
歩
く

倉
敷
・
中
庄
小　

大
月　

洋
子

学
び
舎
を
巣
立
つ
雛
た
ち
晴
々
と
君

進
む
道
幸
多
か
れ
と

岡
山
西
支
援　

江
國　

泰
洋

も
う
九
十
歳
い
や
ま
だ
九
十
歳
と
言

い
返
す
老
女
三
人
の
声
朗
ら
か
に

退
職
会
員　

尾
島　

生
子

晩
秋
の
吉
備
路
を
行
け
ば
落
葉
の
錦

の
小
路
カ
サ
カ
サ
と
鳴
る

退
職
会
員　

矢
田　
　

寛

あ
と
一
度
七
十
ま
で
に
積
み
上
げ
る

僕
に
も
で
き
る
献
血
だ
か
ら

岡
山
・
財
田
小　

三
好　

隆
志

紛
争
に
干
ば
つ
洪
水
大
地
震
募
金
に

託
す
負
け
ず
頑
張
れ

退
職
会
員　

藤
原　

隆
志

日
よ
け
に
は
な
っ
た
街
路
樹
今
枯
れ

て
落
葉
か
ら
か
い
足
に
か
ら
ま
る

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

イ
ノ
シ
シ
が
荒
ら
し
た
田
ん
ぼ
目
の
当

た
り
い
く
ら
人
の
手
あ
って
も
難
儀

退
職
会
員　

西
村　
　

毅

◆
選
者
吟

忘
れ
得
ぬ
人
を
思
え
ば
返
り
花
顔
の

真
上
に
小
さ
き
声
立
つ

教
弘
俳
壇

伊
東　
伸
介
選

〈
特
選
〉

一
族
で
銭
湯
へ
ゆ
く
松
の
内

岡
山
城
東
高　

別
所　

琴
美

（
評
）選
評
は
自
分
の
人
生
か
ら
絞
り
出
す
作
業

を
伴
う
。
苦
し
く
も
楽
し
い
。
特
選
句
は
昭
和
の

匂
い
。
選
者
の
人
生
か
ら
銭
湯
の
匂
い
を
絞
り
出

す
。
恐
怖
の
電
気
風
呂
体
験
、
入
浴
後
の
フ
ル
ー

ツ
牛
乳
、
学
生
時
代
の
ア
ンニュ
イ
な
入
浴
、
夜
間

授
業
後
の
銭
湯
、
ス
キ
ー
場
帰
り
の
銭
湯
、
フ
ァ
ジ

戦
士
と
裸
の
会
話
を
し
た
ス
ー
パ
ー
銭
湯
。
多
種

多
様
な
匂
い
だ
。
特
選
句
は一族
、
正
月
、
銭
湯

と
言
葉
が
機
能
し
て
い
る
。一族
に
は
電
気
風
呂
以

上
に
痺
れ
た
。「
女
将
さ
～
ん
！
いい
俳
句
で
す
よ

～
！
！
」
堺
某

〈
佳
作
〉

１
０
０
万
の
稲
穂
を
撫
で
て
風
来
た
る

岡
山
・
福
浜
小　

江
國　
　

茜

恥
ず
か
し
く
な
る
ほ
ど
明
る
い
十
五

夜
の
月

退
職
会
員　

尾
島　

生
子

は
ざ
掛
け
て
飛
行
機
雲
の
鮮
や
か
さ

片
上
高　

森　
　

稔
倫

〈
入
選
〉

教
え
子
に
出
会
う
聖
夜
の
ト
イ
ザ
ら
ス

倉
敷
・
連
島
南
小　

村
上　

昂
平

秒
針
の
音
鋭
く
て
秋
立
ち
ぬ

津
山
高　

落
合　

範
昭

逢
ひ
た
し
と
思
ふ
君
あ
り
公
孫
樹
散
る

退
職
会
員　

松
元　

慶
子

慟
哭
も
聞
い
て
い
た
の
か
蜻
蛉
と
ぶ

倉
敷
高　

土
師　

康
生

ア
ッ
シ
ジ
の
フ
レ
ス
コ
画
剥
げ
小
鳥
来
る

退
職
会
員　

貝
畑　

信
行

水
澄
む
や
湖
面
に
並
ぶ
亀
の
顔

退
職
会
員　

山
﨑　

淑
加

鬼
ノ
城
や
外
壁
長
し
秋
の
風

倉
敷
・
富
田
小　

村
上　

和
美

か
さ
か
さ
と
葉
ず
れ
の
音
を
聞
く
秋
思

退
職
会
員　

万
波　

照
世

残
る
柿
空
き
家
の
主
待
ち
わ
び
て

退
職
会
員　

渡
辺　

智
子

太
刀
魚
の
喰
い
つ
き
そ
う
な
テ
ン
ヤ

選
る倉敷

・
西
阿
知
小　

土
師　

宏
文

秋
刀
魚
焼
く
香
り
な
つ
か
し
里
の
膳

美
作
高　

初
川　
　

渉

紅
葉
に
誘
わ
れ
散
歩
の
足
が
伸
び

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

除
夜
の
鐘
心
荷
背
負
ひ
上
り
坂

笠
岡
高　

羽
原　

由
子

ラ
ジ
オ
か
ら
想
い
出
た
ど
る
ビ
ー
ト
ル
ズ

岡
山
学
芸
館
高　

三
宅　

洋
広

待
ち
に
待
ち
や
っ
と
見
つ
け
し
小
さ
い
秋

岡
山
・
芥
子
山
小　

服
部　
　

誠

満
月
や
父
思
い
出
す
話
し
た
夜

退
職
会
員　

西
村　
　

毅

早
梅
の
霙
に
抗
う
薄
ピ
ン
ク

岡
山
・
財
田
小　

三
好　

隆
志

◆
選
者
吟　

岡
山
に
菅
井
あ
り

王
将
戦
第
一
局
の
淑
気
か
な

教
弘
柳
壇

丸
山　
敏
幸
選

〈
特
選
〉

妻
の
声
時
に
は
神
の
声
と
な
り

退
職
会
員　

西
村　
　

毅

（
評
）
こ
の
広
い
世
の
中
で
二
人
が
出
逢
って
結
婚

す
る
こ
と
は
奇
跡
で
、
崇
高
な
こ
と
だ
。
年
を
重

ね
る
ご
と
に
、
隣
に
話
し
相
手
が
居
る
こ
と
は
本

当
に
あ
り
が
た
く
、
幸
せ
な
こ
と
だ
と
感
じ
る
。

　

結
婚
生
活
が
続
い
て
い
る
と
、
次
第
に
二
人
の
勢

力
図
が
変
化
し
て
、
主
導
権
が
移
って
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
。
作
者
は
そ
う
い
う
複
雑
な
思
い
を
句
に
し

た
。
で
も
妻
の
声
が
、「
女
神
様
の
声
」
と
受
け
取

れ
ば
感
じ
方
が
変
わ
って
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
り
げ
な
い
日
常
を
独
自
の
視
点
と
切
り
口
で

捕
ら
え
る
こ
と
が
作
品
創
り
に
大
切
で
あ
る
。

〈
佳
作
〉

「
昔
は
ね
春
と
か
秋
も
あ
っ
た
の
よ
」

片
上
高　

森　
　

稔
倫

こ
ろ
ん
だ
ら
そ
こ
か
ら
青
い
空
見
え
た

退
職
会
員　

貝
畑　

信
行

泣
き
上
戸
笑
い
上
戸
も
同
じ
酒

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

〈
入
選
〉

手
書
き
メ
モ
美
し
い
字
に
癒
さ
れ
る

瀬
戸
南
高　

長
谷
川
陽
子

雁
が
音
や
す
ぐ
に
逢
い
た
い
人
が
い
る

退
職
会
員　

渡
辺　

智
子

ブ
ロ
ン
ズ
が
吉
備
路
に
映
え
る
新
車
両

退
職
会
員　

藤
原　

隆
志

先
生
も
入
り
た
い
の
よ
帰
宅
部
に

瀬
戸
南
高　

丸
岡　

優
太

残
る
歯
を
心
を
こ
め
て
磨
い
て
る

退
職
会
員　

松
元　

慶
子

こ
の
境
地
あ
れ
ば
楽
し
き
二
十
歳
ご
ろ

倉
敷
高　

土
師　

康
生

進
む
し
か
な
い
と
わ
か
って
い
る
覚
悟

瀬
戸
南
高　

佐
々
木
正
剛

物
価
高
地
産
地
消
の
旗
を
上
げ

退
職
会
員　

菱
川　

泰
博

納
豆
の
糸
に
か
ら
ま
る
三
歳
児

倉
敷
・
西
阿
知
小　

土
師　

宏
文

★
次
号
は
五
月
七
日
締
切

　

応
募
は
短
歌･

俳
句
・
川
柳
毎

に
分
け
、
は
が
き
に
作
品
（
三

点
以
内
）・
勤
務
先･

氏
名
を
明

記
。
事
務
局
教
弘
歌
壇
係
、
教

弘
俳
壇
係
、教
弘
柳
壇
係
ま
で
。

　

次
回
会
報
一
九
二
号
「
春
号

（
保
存
版
）」
で
は
、
文
芸
の
ひ
ろ

ば
は
お
休
み
で
す
。一九
三
号「
夏

号
」
は
七
月
十
日
発
行
で
す
。

★�

作
品
が
掲
載
さ
れ
た
方
に
は

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま

す
。
初
め
て
の
投
稿
、
現
職

の
皆
様
の
ご
応
募
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！

作
品
募
集

亡
き
父
の
時
計
を
腕
に
勝
負
の
日

岡
山
一
宮
高　

北
村　

庸
江

小
遣
い
は
物
価
上
昇
反
比
例

瀬
戸
南
高　

犬
飼　

秀
文

車
窓
か
ら
稲
穂
と
案
山
子
に
お
辞
儀
を
し

退
職
会
員　

尾
島　

生
子

朝
霧
を
押
し
の
け
進
む
通
勤
路

瀬
戸
南
高　

治
郎
丸
直
樹

朝
霧
で
ハ
ボ
タ
ン
の
色
変
わ
り
ゆ
く

瀬
戸
南
高　

伊
賀　

隆
喜

夫
婦
仲
良
い
は
ず
だ
け
ど
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ

瀬
戸
南
高　

田
村　

宙
大

５
類
移
行
飲
み
歩
い
て
も
い
い
こ
ろ
な

3

3

3

3

瀬
戸
南
高　

沼
野　

義
和

家
よ
り
も
ぐ
っ
す
り
寝
れ
る
ぜ
車
中
泊

高
梁
城
南
高　

古
村　

英
治

Ａ
Ｉ
に
人
は
仕
事
を
奪
わ
れ
る

岡
山
学
芸
館
高　

三
宅　

洋
広

辞
書
片
手
読
め
な
い
文
字
に
汗
流
す

美
作
高　

初
川　
　

渉

紅
白
で
初
め
て
知
る
流は

や
り行
う
た

岡
山
・
芥
子
山
小　

服
部　
　

誠

◆
選
者
吟

初
笑
い
し
て
幸
せ
と
思
い
け
り




